
 平良木議員はこのほど、市議会中心市街地活性化対策特別委員会

に同行して、長岡市のアオーレ長岡を視察してきました。この建物

は、市役所や市議会の議場のほか、5,000人収容のアリーナや市民

協働センター、シアター、コンビニ、カフェなどが入った大規模施

設です。建物正面には｢ナカドマ｣といわれる屋根付きのフリース

ペースがあり、常に出入り自由になっています。 

 ｢ナカドマ｣をはじめ、市民協働センターや市民交流ホールなど

は、ほとんどが無料とのこと。アリーナも、ふだんは卓球やバドミ

ントンをしたり、くつろいだりと、自由に使えます。 

 中心市街地の活性化をねらい、駅前の大手通に面して建設されて

いますが、他の空きビルも活用し、市庁舎は２００㍍ほど離れた場

所も含めて数箇所に分散しています。 

 この施設には、去年１年間で１５２万人もの入り込みがあったと

のことですが、こうした大規模施設が引き金になって、中心市街地

に人が集まり、既存の商店街も活性化してきているのかという点で

は、まだ十分に検証されていないようで、｢アオーレの一人勝ち｣と

いう批判もあるようです。 

 また、年間維持費はなんと６億円。そのほかに、大手通庁舎に１

億円、市民センターに１億２千万円

もかかり、トータルで８億２千万円

にもなります。これは、市庁舎の分

散配置の弊害だといわれています。 

 日本共産党の木島しょうじ長岡市

議会議員は、｢こ

ういった物にお金

をかけるのであれ

ば、値上げをする

国民健康保険料や

昨年度３割も値上

げをした介護保険

料にまわすべきで

す」と指摘してい

ます。 
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連絡先      

 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
 平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 
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花
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で
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後
、
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会
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ー
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と
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は
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を
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、
内
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か
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今
後
は
こ
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し
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装
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し
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と
強
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で
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ま
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副
市
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こ
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の
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衛
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観
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盛
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で
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た
が
、
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は
ど
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で
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検
討
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た
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後
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時
々
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市
民

意
見
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踏
ま
え
て
、
検
討
す

る｣

と
答
え
ま
し
た
。 

高田城百万人観桜会における「自衛隊市中武装行動(パレード)」に対する抗議文 
 

 去る4月20日、「高田城百万人観桜会」が開催されている高田公園内の県道において、陸上自衛隊高田駐屯地の隊員

約170人による「市中武装行動(パレード)」が行われました。 

 パレードは、迷彩服に小銃を携行し、さらに装甲車も参加するなど市民、観桜会観光客に対し威圧感を与える内容

でした。新聞報道でも、観桜会に訪れた市民や観光客からは、｢びっくりした｣｢なぜ、観桜会というイベントに銃を携

行してパレードするのか｣といった声が掲載されています。 

 これは、市民や県内外から多くの観光客が訪れる上越市の最も大きな観光イベントの一つである観桜会のイメージ

を損ねるばかりか、上越市が平成7年に行った「非核平和友好都市宣言」の主旨に反するものといわざるを得ません。 

 ついては、今回このような武装行動が行われたことに強く抗議するとともに、下記のとおり要請します。 

記 

１．今回41年ぶりにこのような武装行動が行われた経緯と市としての総括を明らかにすること。 

２．今回の武装行動が「来年行われる高田開府400年を盛り上げる」ことも目的の一つと報道されていますが、上記

をふまえ、今後このような武装行動を行わないこと。                        以上 


